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データ吸出しカード(CTR Console Backup)
操作手順
SDカードにデータを吸い出します。

SDカードを挿入します。カードを挿した状態で電源を入れてください。HOMEメニューではなく自動的にカードのプログラムが起動します。SDカードを挿入していないと、「Insert SD Card!」のメッセージが出ます。
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図 1  SDカードが未挿入状態
電源LEDが赤、赤点滅の場合、ACアダプタを挿さないと操作できません。
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図 2 ACアダプタ接続が必要な状態
SDカードに無線設定ファイルがない場合、「Access_point_Setting does not exist!」のメッセージが出ます。
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図 3無線設定ファイルがない
SDカード挿入・無線設定ファイルがあり、バッテリ残量に問題がない場合、「Push A Or Start Button」のメッセージが表示されます。この状態でAボタンまたはSTARTボタンを押すと吸出しを開始します。SDカードにあるファイルは、/CTR_Repair_Accsess_Point_Setting.txtを除きすべて削除されます。
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図 4吸出し開始前の確認
吸出しが完了すると、「Backup Done. Pull Out SD Card.」のメッセージが表示されます。
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図 5 SDカード抜き出し待ち

この状態でSDカードを抜き出すと、

「Backup Suceeded!!」

のメッセージが表示され、背景が緑色になり、成功音が鳴ります。電源ボタンを長押しして電源を切ってください。
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図 6 吸出し成功
吸出しが失敗すると

「Backup Faild.」

のメッセージが表示され、下画面が赤色になり、失敗音が鳴ります。
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図 7 吸出しに失敗
SDカードに作られるファイル一覧
CTR_Console_Repair/以下にファイルが出力されます。
	CTRBackup/
	NANDから吸い出したデータがあります。変更しないで下さい

	TWLPhotoBackup/
	NANDから吸い出したデータがあります。変更しないで下さい

	TWLSoundBackup/
	NANDから吸い出したデータがあります。変更しないで下さい

	Migration_Log.txt
	下画面に表示されるメッセージが追記で記録されます
エラー発生時はデバッグ用のエラーコードが記録されます

	movable.sed
	暗号化されたファイルです。変更しないで下さい

	NtrNorSetting.bin
	NORから吸い出されたデータです。変更しないで下さい

	serial.bin
	吸い出した本体のシリアルナンバーが記録されます。変更しないで下さい

	rtc.bin
	RTCを吸い出したデータです。変更しないで下さい。

	CountrySetting.bin
	NANDから吸い出したデータです。変更しないで下さい。


データ書き込みカード(CTR Console Restore)

通常書き込み時の操作手順
ネットワークアップデートを行います。
無線設定ファイル CTR_Repair_Access_Poinst_Setting.txt(後述)を適切に設定して、データ吸出しカードを使ってデータを吸い出したSDカードのルートディレクトリに配置してから作業してください。SDカードとデータ書き込みカードを挿した状態で電源を入れてください。HOMEメニューではなく自動的にカードのプログラムが起動します。

SDカードを挿入していないと、「Insert SD Card!」のメッセージが出ます。電源LEDが赤、赤点滅の場合、ACアダプタを挿さないと操作できません。
無線設定ファイルがSDカードに無い場合、「Access_Poinst_Setting does not exist!」のメッセージが出ます。
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図 8 CTR_Repair_Access_Poinst_Setting.txtファイルが無い
無線設定ファイルのフォーマットが正しくない場合、「Invalid Access_Poinst_Setting format!」のメッセージが出ます。下画面のエラーを確認して対処して下さい。
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図 9 CTR_Repair_Access_Poinst_Setting.txtのフォーマットが正しくない
SDカード挿入かつバッテリ残量に問題がない場合、「Push A Or Start Button. Network Update Mode」のメッセージが表示されます。この状態でAボタンまたはSTARTボタンを押すとアップデートを開始します。
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図 10 ネットワークアップデート前の確認
アップデートが完了すると、「Network Update Done. Press A or START Button to Reboot」のメッセージが表示されます。AボタンまたはSTARTボタンを押すと再起動します。
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図 11 ネットワークアップデート完了後の確認

本体初期化を行います
再起動後、自動的に本体初期化処理を行い、自動的に再起動します一瞬画面が表示される場合があります。

SDカードのデータを書き込みます。

本体初期化後の再起動後、上画面に

Serial Number in SD : XXXXXXXXXXXX

Push A Or Start Button

Import Data Mode

の形式でシリアルナンバーが表示されます。データ吸出しカードで吸い出した本体のシリアルナンバーと一致しているか確認します。AボタンまたはSTARTボタンを押すと書き込みを開始します。
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図 12 書き込み前の確認
データ吸出しカードでシリアルナンバーが吸い出せなかった場合、

Serial Number Is Not In SD Card

Push A Or Start Button

Import Data Mode

というメッセージが表示されます。AボタンまたはSTARTボタンを押すと書き込みを開始します。
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図 13 書き込み前の確認：シリアルナンバーが無い場合
書き込みが完了すると、「Restore Done. Press A or START Button to Reboot」というメッセージが表示されます。
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図 14 書き込み完了後の確認
AボタンまたはSTARTボタンを押すと再起動します。

時計あわせを行います
再起動後、不要なファイルが削除されます。CTR_Repair_Access_Poinst_Setting.txtに基づいてAPに接続し、ntpサーバを時刻を同期します。タイムゾーンを正しく指定して下さい。

「Push A Or Start Button Clock Sync Mode」というメッセージが表示されます。AボタンまたはSTARTボタンを押すと時計あわせを開始します。
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図 15 時計あわせ前の確認
時計あわせ完了後、「ALL Done. Pull Out SD Card」というメッセージが表示されます。
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図 16 SDカード抜き出し待ち
この状態でSDカードを抜き出すと、「Restore Suceeded!!」のメッセージが表示され、下画面が緑色になり、成功音が鳴ります。電源ボタンを長押しして電源を切ってください。
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図 17 成功画面
一連の処理の途中で失敗すると「Backup Failed.」のメッセージが表示され、背景が赤色になり、失敗音が鳴ります。
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図 18 時計あわせに失敗
ネットワークアップデート専用モードの操作手順
無線設定ファイルに
NUP_ONLY:1

を記述することで、ネットワークアップデート専用モードとして動作します。
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図 19 ネットワークアップデート専用モード
AボタンまたはSTARTボタンでネットワークアップデートを開始します。

アップデートが完了すると、「Network Update Done. Press A or START Button to Reboot 」のメッセージが出るので、AボタンまたはSTARTボタンを押してください。
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図 20 アップデート完了
再起動後、「Update Done. Pull Out SD Card.」のメッセージが出るので、SDカードを抜き出してください。
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図 21 SDカード抜き出し待ち
SDカードを抜き出すと、「A or START Button to Shutdown.」のメッセージが出るので、
AボタンまたはSTARTボタンを押してください。電源LEDが消灯するとネットワークアップデートモードの動作は終了です。
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図 22 シャットダウン待ち
SDカードに作られるファイル一覧
CTR_Console_Repair/以下にファイルが出力されます。
	WriteFinished
	書き込みが完了したことを確認するためのファイルです。変更しないで下さい。

	UpdateFinished
	ネットワークアップデートが完了したことを確認するためのファイルです。
変更しないで下さい。

	ConsoleInitialized
	本体初期化が完了したことを確認するためのファイルです。変更しないで下さい。

	TryRestoreSameConsole
	本体初期化が完了したことを確認するためのファイルです。変更しないで下さい。

	tpCalibration.bin
	NANDから吸い出したデータです。変更しないで下さい。

	RtcSyncFinished
	RTCの同期が完了したことを確認するためのファイルです。変更しないで下さい。


CTR_Repair_Access_Poinst_Setting.txt仕様

Unicode(UTF-16,リトルエンディアン) で記述してください。

設定項目:設定したい値

という書式にしたがって記述します。

行頭から:までが設定項目、:から改行までが設定したい値として扱われますので、

空白や改行位置にお気をつけください。

   AAA: BBB  (改行)

の場合、

設定項目="   AAA"

      値=" BBB  "

になります。

行頭の#(ナンバー) 以降は行末までコメントとして扱われます

同じ名前の設定項目があった場合、最初に記述したものが有効になります。

タイムゾーンの指定は、

TIMEZONE:"+9:00"

TIMEZONE:"-12:00"

のようにダブルクォーテーションで挟んで、-HH:MM または +HH:MM の形式で記述してください。

設定可能な項目
	SSID
	SSID名を指定します。最大32文字です。

	MODE
	暗号化モードを設定します。
OPEN, WEP40, WEP104, WPA-TKIP, WPA2-TKIP, WPA-AES, WPA2-AES
のどれかを指定します。

	PASS
	パスワードを平文で指定します。

	DNS_AUTO
	DNS自動取得をするかどうかを指定します。
0: DNS自動取得無効、 1: DNS自動取得有効

	DNS_PRI
	DNS自動取得をしない場合に利用するプライマリDNSを記述します。

	DNS_SEC
	DNS自動取得をしない場合に利用するセカンダリDNSを記述します。

	NTPSRV
	NTPサーバを指定します。IPアドレスか、解決可能なホスト名を記述します。

	TIMEZONE
	UTCを基準としたタイムゾーンを指定します。ダブルクォーテーションで挟んで記述してください。本来15分単位ですが、丸める処理は行っていないため任意の時間が記述できますのでお気をつけください。

	NUP_ONLY
	データの書き戻しを行わず、ネットワークアップデートモードとしてデータ書き込みカードを使用する際に設定します。

1:ネットワークアップデート専用モード








